
○町全体に農村体験をちりばめるとともに、 町内の農村体験の情報発信や予約受付の一元的窓口となる拠点
機能の充実を図ることで、ハブ＆スポークによる農村体験観光（交流、体験、食、学び）を確立する。

○寄居町に隣接する地域を訪れる観光客の立ち寄りを促進し、通過型観光からの脱却を図る。また、新型コロ
ナ感染症の影響で「地元の安全な食」が見直されており、町民と生産者との関係構築も目指す。

寄居オーガニックカウンシル 〔埼玉県寄居町〕

【実施体制】埼玉県寄居町

【採 択 年 度】
令和２年度

【事業実施期間】
令和２～３年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○体験コンテンツの開発・食コンテンツ充実を通じた農業の付
加価値向上
○ハブ＆スポークの観光による、素通り観光から滞在型観光
への転換
○地域の生産者との関係性づくりに貢献できる機会・場所の
創出
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玉淀河原（荒川）

かつて日本最北の生産地
だった風布みかん山

有機農家の畑での
収穫・調理体験

畑でBBQ体験 水辺の食事会

○体験コンテンツの開発・食コンテンツ充実を通じた
農業の付加価値向上
・農泊推進セミナーの開催
農家等の意識啓発、参加者拡大を図り、体験のアイディア出し
・農業体験等の商品化にあたっての個別支援
意欲ある農家等の個別支援に対し、商品化・磨き上げを支援
・体験コンテンツの販売促進
モニターツアーを実施し、農家が互いの体験コンテンツを体験
し合い、販売できる商品へと改善していく
・通年の交流を生むコンテンツ開発
継続的な交流を生む体験プログラムを検討する

○ハブ＆スポークの観光による、素通り観光から
滞在型観光への転換
・ウェブサイトの構築、農泊コンテンツマップの発信
町内様々な場所の農泊体験を一元的に発信できるマップ、
ウェブサイトを作成する

○地域の生産者との関係性づくりに貢献できる機会・場所の創出
・生産者と交流でき、有機農業を学ぶイベントの実施
山から田畑、川、海へと繋がる農の営みを学ぶとともに、
自然の中で食を楽しむ機会を創出する

よりいまち
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